
 
 

 

  

 
 

  

 

 

先生方は研修を行っています 
  各先生方は、自分自身の授業力を磨くために各種研修会に参加したり、校内で研究授業を行っ

たりと日々研鑽を積んでいます。今回はそうした先生方の研究授業の様子をお知らせします。 

  「ビブリオバトル 決勝戦」 
  ９月２６日（火）の６校時、国語科の教諭が全学年を対象とした研究授業を行いました。プレ

ゼンテーションを通して本の魅力的な提案をすることがねらいで、ビブリオバトルで読書の世界

を広げてほしいというものです。各学年の国語科の授業の中で、本のおもしろさについて友達に

伝える「ビブリオバトル」を学び、予選を行いました。その予選を勝ち抜いた４人の代表発表者

が優勝（チャンプ本）を目指し、プレゼンテーションを行いました。話し手は、聞き手に自分の

考えを伝えられるように工夫したスピーチをすることが求められ、本の魅力を伝え、支持を得る

ことができるように話し方の工夫が大切です。また、聞き手にはスピーチを聞きながら、自分の

意見や質問・感想を発表できるように聞くことが求められます。 

 

優勝（チャンプ本） ３年生  「コーヒーが冷めないうちに」 

敢闘賞       ３年生  「府中三億円事件を計画・実行したのは私です」 

２年生  「死にたがりの完全犯罪と部屋に降る七時前の雨」 

１年生  「赤ずきん旅の途中で死体と出会う」 

  深堀中学校は令和５年度から６年度の２年間、長崎市教育委員会指定「学校の活性化」の研究

に取り組んでいます。その研究の柱の一つが「学力向上」です。【目的に応じて必要な情報を読み取

り、根拠を示して自分の考えを説明する】という課題を解決する場を授業の中に設定し、生徒の学力を

高めていきます。今回の授業の中にもそのような場面があり、自分の考えをしっかりと表現でき

る生徒がいました。そのためこれから紹介する他の授業でも同様の取組を行い、生徒の力を育ん

でいきます。 

学校教育目標 「共に学び、高め合う、希望あふれる生徒の育成」 

令和５年１０月１８日 

第２６号 

文責 

長崎市立深堀中学校 

校  長   



  

特別の教科 道徳の研究授業 
  １０月１２日（木）の５校時、社会科の教諭が３年生の学級で、道徳の研究授業を行いまし

た。題材の内容は、主人公は電車の中で同じ塾の女子が男性に座席を譲る場面を見かけます。そ

の１週間前に、主人公が高齢者に席を譲る際の様々なトラブルを友達から聞き、しぶしぶ席を譲

りますが、高齢の夫婦が主人公の行為を勘違いし、主人公に感謝の言葉を伝えます。この二つの

場面から「本当の思いやり」とは何かを考える授業です。 

 

 

家庭科の研究授業 
  １０月１７日（火）の５校時、家庭科の教諭が２年生の学級で、家庭科の研究授業を行いまし

た。この授業には他校からも８名の先生方が参観に来られました。題材は、「住居の機能と安全な

住まい方」で、我が家の安全対策はどうすればよいかということがねらいです。我が家の写真か

ら考えられる問題点（家族の年齢構成考えた上で）について安全対策シートを作成し、まとめた

結果を発表し合い、相互に検討するという授業です 

 

学校では毎日授業を公開しておりますので、授業参観のときだけではなく、子どもたちが日々

どのような学びを積み重ねているのかご覧いただきたいと思いますので、ぜひ学校へ足をお運び

ください。 

 


